

モルック　競技 (きょうぎ)説明 (せつめい)
【概要 (がいよう)】
・モルックは、フィンランドのカレリア地方 (ちほう)の伝統的 (でんとうてき)な「kyykkä」というゲームをもとに開発 (かいはつ)されたスポーツです。
・チーム対抗 (たいこう)でモルックを投 (な)げてスキットルを倒 (たお)し、先 (さき)に50点 (てん)ピッタリを得点 (とくてん)した方 (ほう)の勝 (か)ちです。

【用具 (ようぐ)】
・モルック（木製 (もくせい)の棒 (ぼう)）
・スキットル（木製 (もくせい)のピン）12本
・モルッカーリ（木製 (もくせい)のしきり）※なければラインテープや白線 (はくせん)でも良 (よ)い

【あそびかた】
1 モルックを投 (な)げる地点 (ちてん)にモルッカーリを置 (お)き（線 (せん)を引 (ひ)くでも良 (よ)い）、そこから3～4メートル離 (はな)れたところにスキットルを並 (なら)べます。
　投 (な)げるときは、線 (せん)に触 (ふ)れたり踏 (ふ)み越 (こ)えたりすると、0点 (てん)となります（フォルト）。
2 スキットルは、倒 (たお)された地点 (ちてん)で立 (た)て直 (なお)します（元 (もと)の位置 (いち)に戻 (もど)さない）。
3 スキットルが1本 (ぽん)だけ倒 (たお)れた→そのスキットルに書 (か)かれている数字 (すうじ)が得点 (とくてん)
2本 (ほん)以上倒 (たお)れた→倒 (たお)れたスキットルの本数 (ほんすう)が得点 (とくてん)
4 先 (さき)に50点 (てん)を得点 (とくてん)したチームの勝 (か)ちです。
※完全 (かんぜん)に地面 (じめん)にスキットルが倒 (たお)れなければ、得点 (とくてん)にはなりません。
※50点 (てん)を超 (こ)えて得点 (とくてん)してしまったときは、25点 (てん)に戻 (もど)り、やり直 (なお)しとなります。
※3回 (かい)連続 (れんぞく)でスキットルを倒 (たお)せなければ、失格 (しっかく)となります。
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（例）
1本 (ぽん)しか倒 (たお)れていないので、
倒 (たお)れているスキットルに書 (か)いてある数字 (すうじ)が得点 (とくてん)。
たとえば、数字 (すうじ)が5→5点 (てん)
　　　　　　　　12→12点 (てん)






2本 (ほん)以上 (いじょう)倒 (たお)れているので、
倒 (たお)れている本数 (ほんすう)が得点 (とくてん)。
この例 (れい)では、5点 (てん)となる。




